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この製品の方向性に関する声明は、ジュニパーネットワークスの現在の意図を示す

ものであり、予告なしにいつでも変更されることがあります。ジュニパーネットワークス

が本ステートメントに記載された特徴や機能を提供することを条件として、購入す

ることはできません。

免責事項
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• Paragon Automation 2.0（PA2.0）の紹介

• ネットワーク オブザーバビリティ

• トラストとコンプライアンス

• Active Assurance

• サービス オーケストレーション

• Mist Routing Assurance の導入

• ルーティング インサイト

• 根本原因分析

Agenda
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エクスペリエンスファースト ネットワーキング

Paragon
Planner

Paragon 
Active 

Assurance

Paragon
Insights

Paragon
Pathfinder

Paragon Applications（1.0）

ヘルスボット ノーススター

2017

2020

2024

スタンドアロン製品

業界最高の SDN コントローラ

マルチベンダー

+ Active Assurance 

+ クローズドループ

+ クラウドネイティブ アプリケーション

+ ユースケースベース

+ 簡単ボタン（UX/UI）

+ インテントドリブン 

+ AI/ML 対応

+ API ファースト

クラウドネイティブ

オープン、DevOps

Paragon Automation（PA 2.0）

ジュニパー Paragon の進化と提供機能
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# 1 基本ユースケース（必須）

#2 Active Assurance

#3 サービスオーケストレーション

Active Assurance

テストとモニター

テストエージェント
（リスト＆ドリルイン）

結果（リスト&ドリルイン）

ACX 上および、コンテナとしての
テストエージェント

RPM サポート

サービス オーケストレーション

カスタマイズ可能な
サービスデザイン

顧客管理

サービス管理

オーダー管理

資源管理

L2、L3-VPN モデル

ワークフローの保証S-PA-PLATFORM-S-1

S-PA-PLATFORM-S-3

S-PA-PLATFORM-S-5

S-PA-BASE-100-S-1

S-PA-BASE-100-S-3

S-PA-BASE-100-S-5

S-PA-BASE-400-S-1

S-PA-BASE-400-S-3

S-PA-BASE-400-S-5

S-PA-ORCH-100-S-1

S-PA ORCH-100-S-3

S-PA ORCH-100-S-5

S-PA-ASSR-100-S-1

S-PA-ASSR-100-S-3

S-PA-ASSR-100-S-5

発注可能なフェーズ 1 SKU

3つの使用例

Paragon Automation – FRS ユースケースの特徴

デバイス オンボーディング

ガイド付きオンボーディング
ワークフロー

インフラ インテント計画

物理的インストール補助

デバイスプロファイル

インタフェースプロファイル

デバイスとネットワークの設定

Assurance
トラスト、Active Assurance、

デバイスヘルス

デバイス 管理

インベントリ管理

ソフトウェア管理

コンフィグ管理

バックアップ＆レストア

ライセンス管理

アラーム収集

Syslog 収集

オブザーバビリティ

最大 71 KPI を監視

デバイス KPI

インタフェース KPI

ルーティング KPI

グラフ＆ドリルイン

アラート

通知（Webhook、メール）

トラスト

トラストスコア

コンプライアンス
（CIS レベル1&2）

脆弱性 SIRT

脆弱性
プロアクティブ バグ通知

整合性
ソフトウェア EOL

整合性
ハードウェア EOL
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例：
サービスオーケストレーションのユースケース、3年契約、ネットワークデバイスのライセンス帯域幅 25x100G + 5x400G 

SKU 詳細 単位 数量

S-PA ORCH-100-S-3
Paragon Automation サービスオーケストレーションのユースケース：
100G BW - サブスクリプション 3年 25

S-PA ORCH-400-S-3
Paragon Automation Service Orchestration ユースケース：
400G BW - サブスクリプション 3年 5

S-PA-PLATFORM-S-3 Paragon Automation オンプレミスプラットフォームライセンス - サブスクリプション 3年 1

S-PA-BASE-100-S-3
Paragon Automation ベースユースケースパッケージ：
デバイスのオンボーディングと管理、オブザーバビリティ、
信頼性とコンプライアンスの検証 - 100G BW ライセンス - サブスクリプション 3年

25

S-PA-BASE-400-S-3
Paragon Automation ベースユースケースパッケージ：
デバイスのオンボーディングと管理、オブザーバビリティ、
信頼性とコンプライアンスの検証 - 400G BW ライセンス - サブスクリプション 3年

5

ベース SKU とプラットフォーム SKU 
のマッチングは、コンフィギュレーター
ツールによって BoM に自動的に

追加される

コンフィギュレーターツールで
のユーザー入力

Paragon Automation 2.0 BoM の一例
単一のユースケース、100G と 400G 両帯域幅
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2024年前半 2024年後半 2025年前半以降～

ユースケース

デバイス 

インフラ VMWare で検証済み + ブラウンフィールドの追加サポート
+ カスタマイズフレームワーク

+ OpenStack、AWS、Azure の検証
+ Geo-HA（2025年後半）

デバイス オンボーディング

デバイス ライフサイクル管理

インテントベース 
サービス オーケストレーション

トラストとコンプライアンス

AI ネイティブ オブザーバビリティ

Active Assurance

ネットワークオブザーバビリティ
（ルーティングボット）

ネットワークの最適化 ネットワーク計画

サステナビリティ オートメーション

完全なクローズドループ浄化

フィーチャーエンリッチメン
トは、各フェーズでユース
ケースごとに継続

MX304、MX204、vMX、MX10k4/8/16
MX960、MX480、MX240

選択されたEX / QFX

ACX7024（-X）、ACX7100-32C、
ACX7100-48L、ACX7509、ACX7348

PTX10K8、PTX10k1/4/16

Cisco NCS57C3、NCS5504、8202-32
、XRV アプライアンス

+ マルチベンダーデバイス オンデマンド

* ハイレベル ロードマップ：
変更される可能性があります。
最新の情報や機能レベル詳細
についてはお問い合わせください。

ジュニパー WAN デバイス
の新製品を順次追加

拡張性、セキュリティ、運用の簡素化のためのインフラ強化を継続

ACX7332

PTX10k2

+ レガシージュニパーデバイス オンデマンド

ASR9902-FC、

Paragon Automation （PA2.x）
18ヶ月のロードマップ*
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テレメトリー、Active Assurance、トポロジーに基づく様々なネットワーク KPI を観察

FRS

• CPU とメモリの使用率、
ファン、PSU

• 利用可能な物理インター
フェース、動作ステータス、
入出力トラフィック

• SIRT 勧告に関する情
報

• 場所、バージョン、コンプラ
イアンス

• デバイス接続の健全性と
データ

• ルーティングプロトコル、お
よび BGP、OSPF、IS-
IS、RSVP、LSP、LDP
ネイバーに関連するヘル
ス情報 自

動
検
証

偏差値重視

ネットワーク オブザーバビリティ
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ASSURE

ASSURE

実証されたメリット

課題

• ネットワーク全体にわたる構成のコンプライアンスと完全性のゼロトラストハード
ニングのベストプラクティスを確保することが困難

• 既存および新規の脆弱性を追跡し、ネットワークの影響を受けやすさを評価
するのは、煩雑で労力が大きい

• ネットワーク上で稼働している様々な種類のデバイスやソフトウェアのバージョ
ンについて、EOL サイクルを分析・追跡するのは大変

• ネットワークインフラを監視し、トラストと障害リスクのレベルを測定

• コンフィギュレーション ハードニングにより、デバイス単位でトラストと
コンプライアンスを強化

• ハードウェア、OS、ソフトウェアパッケージの完全性を検証

解決策

• ネットワークへの信頼が高まる

• 脆弱性のリスクを低減

• 自動化による OPEX の削減

Paragon の利点

• ネットワークの信頼性の側面を検証、証明、定量化し、ネットワーク運用チームが
信頼できるネットワークを容易に運用することが可能

ソリューション スナップショット

FRS
トラストとコンプライアンス
ネットワークにおけるトラストを確認、定量化
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コア
パートナー
ピアリング

プライベート DC
プライベートクラウド

パブリック マルチクラウド

メトロアクセス

エッジクラウド

損失 レイテンシー 可用性 セキュリティ

ジッター MOS 帯域幅 QoS プロファイル
L7 ビデオ / 音声品質

L6 サーバーの待ち時間

L5  

L4

L3 損失、遅延、ジッター

L2 QoS の維持

L1 モバイル / Wi-Fi

TCP スループット

データプレーンで直接、重要な事項の測定

エンドユーザーを模擬した合成トラフィックの生成

測定されていないものを改善することは困難

FRS
Active Assurance
アクティブなデータプレーン測定
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サービス オーケストレーション
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ORCHESTRATE

ORCHESTRATE

実証されたメリット

サービスインテントに基づくネットワークサービスのプロビジョニングを自動化

Paragon の利点

課題

• 事業者は品質で差別化し、ネットワークが顧客に提案したサービスレベルを
保証する必要がある 

• ネットワークサービスの展開に数週間かかる

• 頻繁な CRUD 操作の結果、コンフィグの健全性を保証する手段がなく、
コンフィグデータが古くなる

• 品質インテント ドリブンのエンドツーエンドのサービスプロビジョニング

• 低コスト、簡素化、自動化されたモデルベースのプロビジョニング

• YANG ベースの標準インターフェースによる、マルチベンダーデバイス
マッピングのサポート

• Active Assurance による、ビルトインのサービス品質検査

• CRUD 操作中のコンフィグの正常性を確保

解決策

• 収益化までの時間を短縮

• 複数の設定タスクを自動化することで、OPEX を削減

• ネットワークレベルのサービス可視性を提供

• サービス提供の失敗率を低減

• YANG モデル主導のサービスプロビジョニングが数分で可能

• サービスコンプライアンスとともに、マルチベンダーインフラストラクチャの完全なサービスライフサイクル
オートメーションを提供

• 単一ベンダで、アクティブ試験と監視が含まれる、サービスの自動アクティベーションおよび検査を実施

内蔵サービスモデル

L2 VPN

L3 VPN

など

ソリューション スナップショット

FRS
インテントベースの サービスオーケストレーション
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顧客は私のネットワークに
何を求めているのか？

コンフィグ1 コンフィグ2 コンフィグ3 ...

コンフィグ1 コンフィグ2 コンフィグ3 ...

ネットワークが顧客の
要求を満たすためには、
各ボックスにどのような
コンフィギュレーションが
必要でしょうか？

インテント

インテント

書き留めることで、
再現性があり、間違いがない

オペレーターの頭の中に
あるため、変化しやすく、
エラーが起こりやすい

生成されたものであるため、
再現可能で、エラーが無い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
心
の
視
点

顧
客
中
心
の
視
点

インテントベース

ネットワークが顧客の
要求を満たすためには、
各ボックスにどのような
コンフィギュレーションが
必要でしょうか？
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ユーザーが カスタマイズ 可能な、

一般的に使用されているサービスとともに出荷

サービスはユーザー定義 

サービスは高度な言語

（YANG、JQ、Jinja など）を使用して開発

最初に開発されたサービスは L3VPN

L2VPN とオンボーディングサービスを追加しても、

コアエンジンへの変更は不要

ジ
ュ
ニ
パ
ー

そ
の
他

ジ
ュ
ニ
パ
ー

そ
の
他

ジ
ュ
ニ
パ
ー

そ
の
他

ジ
ュ
ニ
パ
ー

そ
の
他

ジ
ュ
ニ
パ
ー

そ
の
他

エ
ン
ジ
ン

サ
ー
ビ
ス

デ
バ
イ
ス

コア・オーケストレーション エンジン

疑似ワイヤ
（PW） L2VPN L3VPN オンボーディング 持ち込み ...

モデルドリブンの設計
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L3VPN - 詳細 頻度

IFD - すべてのインターフェイスの状態が期待通りであることを確認 60s

IFD - インターフェースがフラップしないことを確認 60s

IFD - 入力エラー 60s

IFD - 出力エラー 60s

IFD - 入力トラフィックのモニタリング 60s

IFD - 出力トラフィックのモニタリング 60s

IFL - すべてのインターフェイスの状態が期待通りであることを検証 60s

BGP - すべての近隣状態が期待通りであることを確認 60s

OSPF - すべての ospf 近隣状態が期待通りであることを確認 60s

OSPF - ospf（広域）フラップが発生していないことを検出 60s

OSPF - 予期される OSPF ノード数および隣接数が表示されていることを検証。
 予期される数は、学習期間を超えて搭載されたデバイスの場合は学習期間中
 のノード数および隣接数に基づいて、または新しく搭載されたデバイスの場合は
 同じネットワーク内の他の類似デバイスのデータに基づいて「学習」される。
 (利用可能な場合）予期しない統計情報（フレームの破棄、フレームエラー、
 TLV の破棄や不明な TLV など）がないことを確認

60s

BFD - すべてのセッション状態が期待通りであることを確認 180s

L3VPN BGP - ネットワークの健全性ステータス（リンクや近隣サービスの
 セッションなど

65s

L3VPN OSPF - ネットワークの健全性ステータス（リンクやサービスの近隣
 セッションなど

65s

L3VPN 静的 - ネットワークの健全性ステータス（リンクやサービスの近隣
 セッションなど

65s

L2VPN - 詳細 頻度

IFD - すべてのインターフェイスの状態が期待通りであることを確認 60s

IFD - インターフェースがフラップしないことを確認 60s

IFD - 入力エラー 60s

IFD - 出力エラー 60s

IFD - 入力トラフィックのモニタリング 60s

IFD - 出力トラフィックのモニタリング 60s

IFL - すべてのインターフェイスの状態が期待通りであることを検証 60s

LFM OAM - リンクに関連するアラームがないことを確認 180s

LLDP - すべての近隣状態が期待通りであることを確認 60s

期待されるすべての l2circuit 接続が稼働していることを確認 180s

すべての PW が稼働していることを確認 180s

L2Ckt - サービス/vpn のリンク、lfm、lldp、pw などのネットワークヘルスステータス 185s

Day1
Assurance KPI L3VPN & L2VPN
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L2 Circuit の概要
Day1
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サービスインスタンスのインベントリ
Day1
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JCL PA2.0 ブループリント
• https://cloudlabs.juniper.net に移動

• お持ちのユーザ認証情報を使ってログイン

• 正しいドメインに設定

• 「Paragon Automation 2.0」 のブループリントを検索

• 予約ボタンをクリック

• 予約メニューで期間を選択し、使用目的を選択

• 残りの項目は変更せずに予約を開始

• サンドボックスの作成が完了したことを知らせるメールが届く

ご期待ください

https://learningportal.juniper.net/juniper/user_activity_info.aspx?id=13768

PA 2.0 教育トレーニング

利用可能

https://cloudlabs.juniper.net/
https://learningportal.juniper.net/juniper/user_activity_info.aspx?id=13768
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Juniper MIST Routing 
Assurance（SaaS）
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ルーティングの操作性を向上

✓ 迅速なデバイス登録とオンボーディング

✓ ルーティング インサイト（IGP、BGP、CoS、キュー、デバイスのヘルス
メトリックスなど）

✓ イベント / アラーム（サイトアグリゲーション付き）

✓ サービスレベルエクスペリエンス（SLE）メトリックス

新ルーティング インサイト
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根本原因分析
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• Inventory → Adapt Routers

• オンボード用の CLI コマンドをコピーし、ルーターに適用

• オンボードされない場合：
• デバイス → クラウドからの接続を確認。（※telnet oc-term.ai.juniper.net ポート 2200）

• すでに Org に所属済みの可能性。（※デバイスは、1つのデプロイメントにつき 1つの Org にのみオンボード可能）

• Site への割り当て
• 接続状態や統計情報はデバイスが 

Site に割り当てられるまで利用不可

ルータ オンボーディング
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MX204、MX304、ACX7024

初期のプラットフォームサポート
小規模エンタプライズエッジ、プロバイダーエッジ、DC エッジ、ピアリング MX

発注可能

FRS にてサポート

ロードマップ

MX240、ACX7100 – 2024年後半
MX480、MX960、PTX – 2025年
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MARVIS VNA は、有線、無線、データセンター、SD-WAN、そして、エンタープライズ ルーティングに対応

• 自然言語による質問
• 専門的なデータソースから LLM ベースのフリー
テキスト回答

• AI によるトラブルシューティングとアシスタンス

Juniper MIST Routing Assurance 
のリリースにてに対応

会話型インターフェース（CI）：
ネットワーク構成の照会と、詳細な製品質問
に対応

近い将来

Proactive Actions：
ユーザがパフォーマンスの低下に気づく前に
問題を特定して修正

Juniper MIST 
Routing

Assurance

Marvis
VNA

Marvis VNA エンタープライズ ルーティングへの拡張
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https://routing.stage.ai.juniper.net/signin.html 

Mist Routing Assurance 無料トライアル

https://routing.stage.ai.juniper.net/signin.html
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ACX7024、ACX7024X、MX204、MX304 製品 Routing Assurance SKU
• S-SW-S-C4-1: MX204、ACX7024、ACX7024X 1年

• S-SW-S-C4-3：MX204、ACX7024、ACX7024X 3年

• S-SW-S-C4-5：MX204、ACX7024、ACX7024X 5年

• S-SW-S-C6-1: MX304 1年

• S-SW-S-C6-3: MX304 3年

• S-SW-S-C6-5: MX304 5年 

ACX7024、ACX7024X、MX204、MX304 製品 Routing 用 VNA SKU
• S-SW-WA-VNA-C4-1: MX204、ACX7024、ACX7024X 1年

• S-SW-WA-VNA-C4-3：MX204、ACX7024、ACX7024X 3年

• S-SW-WA-VNA-C4-5：MX204、ACX7024、ACX7024X 5年

• S-SW-WA-VNA-C6-1: MX304 1年

• S-SW-WA-VNA-C6-3: MX304 3年

• S-SW-WA-VNA-C6-5: MX304 5年

• エンタプライズ向けのハイレベル ビデオ概要：Extending AI to Enterprise Routing

• ネットワーク設計と運用担当向けの Routing Assurance ティーザービデオ

• AI とエッジ ルーティング のブログ記事

• ソリューション概要 と データシート

営業・マーケティング リソース

https://www.youtube.com/watch?v=H8IHO1FdIKc
https://www.youtube.com/watch?v=HHVq7rCWwww
https://blogs.juniper.net/en-us/ai-native-networking/ai-and-edge-routing-the-perfect-marriage
https://www.juniper.net/us/en/solutions/solution-briefs/2024/ai-native-enterprise-routing-solution-brief.html
https://www.juniper.net/us/en/products/cloud-services/routing-assurance-datasheet.html
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